
          （単位：円／日）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

704 772 847 918 987

18 18 18 18 18

6 6 6 6 6

99 108 118 128 137

2,160 2,160 2,160 2,160 2,160 ←
1,560 1,560 1,560 1,560 1,560 ←
4,547 4,624 4,709 4,790 4,868

＊１　世帯の総所得に応じて、居住費・食費への補足給付があります。上記料金（第4段階）に代えて以下の通りになります。

　　　利用の際は、市町村より認定される「介護保険負担限度額認定証」をご提示下さい。

＊２　（基本額＋各サービス加算）×13.6％が、「介護職員処遇改善加算」として加算されます

＊3　表では1割負担の単位を表記しています。介護負担割合証にて認定された負担の割合（1割・2割・3割）の負担になります。

　【料金の一例】　⇩ 介護負担限度額認定証をお持ちの方は、食費･居住費の変更はありません

　　 　 　○第３段階②・要介護４でご利用の方　 ○第２段階・要介護４で個室をご利用の方
　　　　　

□その他の加算・費用　＊裏面も記載有り

介護ロボットやICT等の導入と継続的な活用をし、介護現場の業務を改善することを評価する加算

利用中に、訪問看護事業所から健康管理等を受ける調整した場合にかかる費用

認知症専門ケア加算 3～4円/日 認知症介護にかかわる専門知識を持ったスタッフが中心となりケアを実施した場合にかかる費用

個別機能訓練加算 ５６円/日
個別機能訓練計画に基づき、利用者の生活機能向上を目的とする機能訓練を、機能訓練指導員
が、利用者の心身の状況に応じた機能訓練を行った場合かかる費用

認知症行動・心理症
状緊急対応加算

200円/日
認知症の行動・心理症状が認められるため、在宅での生活が困難で、緊急にサービス利用した
場合にかかる費用

若年性認知症加算 １２０円/日 若年性認知症利用者が利用した場合にかかる費用

療養食加算 　8円/回 療養食を提供した場合にかかる加算

緊急短期入所受入加
算

90円/日
利用者の状態や家族の事情で居宅サービス計画に位置付けられていない短期入所生活介護を緊
急に行った場合に利用した場合に掛かる費用

訪問リハビリテーションや通所リハビリテーション、医療提供施設等の医師やリハビリ専門職
と連携し、自立支援・重度化防止のケアを提供した場合にかかる費用

医療連携強化加算 58円/日
医療機関との連携の強化や緊急時の対応強化を目的として、重度者の受け入れ態勢を整えるこ
とを評価する加算

送迎加算 １８４円/片道 送迎を行った場合にかかる費用

生産性向上推進体制加算 10～100円/月

在宅中重度受入加算 413～425円/日

生活機能向上連携加算 100～200円/月

機能訓練体制加算 12円/日 常勤専従の機能訓練指導員を配置している施設で算定する

口腔連携強化加算 50円/月
歯科専門職と連携し、口腔衛生状態及び機能の評価の実施、並びに歯科医療機関及びケアマネ
に情報提供をした場合にかかる費用

合計（１日） 3,680 合計（１日） 2,490

項目 料金 内　　　　　　　　　　容

居住費* 1,310 居住費* 820

食　費  * 1,300 食　費* 600

処遇改善加算(13.6％) 128 処遇改善加算(13.6％) 128

１割負担分小計 1,070 １割負担分小計 1,070

夜勤体制 18 夜勤体制 18

サービス提供 6 サービス提供 6

食費 1,300 1,000 600 300

基本額 918 基本額 918

市民税非課税世帯かつ
年金収入が120万円以

上

市民税非課税世帯かつ
年金収入が80万円以

上120万円以下

市民税非課税世帯かつ
年金収入が80万円以

下
生活保護受給者

居住費 1,310 1,310 820 820

【R６年７月～】ショートステイ　短期入所生活介護費　利用料明細表

【第４段階】
個　　室

基本額 ＊3

夜勤体制加算 ＊3

第3段階② 第3段階① 第2段階 第1段階

7/1より、
居住費：2,160円
食費　：1,560円
に変更となります。

サービス提供体制加算 ＊3

処遇改善加算（13.6％）*２

居住費*1

食　費*1

小計（1日）



理美容代 実費 入所時にカットや毛染め、パーマを行った場合にかかる費用

看護体制加算 4～23円/日 看護師の配置、24時間の連絡体制等の看護体制を整備した施設で算定する


